
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 18 （回答者数） 13

～ 2026年　2月　27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動内容に関する情報交換や他機関との連携、情報の入手

に努めていく。

2

・新年度は改めて、ニーズに合わせた内容を展開できるよう

努める。

・子ども同士が関わりを持てる活動を入れる。

3

・活動内容に幅を持たせるために、職員同士の交流や研修の

機会を設ける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・時間をずらしてフィードバックを行うなど、安全管理と情

報共有のバランスに気を付ける。

2

・次年度開催に向けて、HT本部の事例を参考にし、法人で開

催できるよう準備を進めていく。

3

・次年度集団開講に向けて準備を行っている。

・系列事業所の取り組みを参考にする。

固定化しないプログラム ・担当職員をできるだけ被らないようにし、多面的な見方がで

きるようにしている。

・日々の振り返りによるお子様に対する情報を最新のものにし

ている。

イベントの実施 ・異年齢交流や季節に合わせた行事を実施することができた。

十分な広さ ・広さを生かした運動の活動。(しっぽ取り等のゲームや

DIDIM。)

・同時に３人受け入れた場合でも、個々のサーキットを用意で

きる広さがある。

継続的な集団療育を行えなかった。 ・同一の時間帯を希望する同年代の利用者が少なかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

フィードバック時の人員不足。 ・職員の異動、入退職があった。

保護者会や懇談会の実施ができていない。 ・多機能であるがゆえ、日時の設定が難しかった。

2026年　2月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーテラス鴻巣教室（児童発達）

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


